平成１４年度　第１回　アナログ２種　基礎科目

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、矢印のように電流が流れているとき、抵抗Ｒ2の値は、（　ア　）

オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　（５点）

	　①　１．６　　②　２．０　　③　２．６　　④　３．０　　⑤　４．０
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　（２）　図－２に示す回路において、電源の角周波数を４００ラジアン／秒とすると、回路に流れる

全電流Ｉは、（　イ　）アンペアである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　２４　　②　３０　　③　３６　　④　４２　　⑤　６０
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　（３）　帯電滞Ａを中空の導体Ｂで覆った場合、Ｂに静電誘導が生じる。しかし、Ｂを（　ウ　）す

ると、Ｂの外面の電荷は消えて、静電誘導による影響がＢの外部に現れない。　　　　（５点）

	　①　電気的に絶縁　　②　長　く　　③　接　地　　④　厚　く


　（４）　正弦波交流において、電流の大きさの（　エ　）は、最大値の２／π倍になる。　　（５点）

	　①　有効分　　②　皮相値　　③　実効値　　④　絶対値　　⑤　無効分　　⑤平均値


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　純粋な半導体の結晶に不純物原子を加えると、結晶中の電子に（　ア　）が生じ、過剰の電

子は伝導電子となり、電子が不足のときは正孔がつくられ、電気伝導に寄与する。　　（４点）

	　①　熱伝導　　②　共　振　　③　疎　密　　④　拡　散　　⑤　過不足


　（２）　図－１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタのＩＢ－ＶＢＥ特性、

ＩＣ－ＩＢ特性及びＩＣ－ＶＣＥ特性がそれぞれ図－２～図－４で示されるとき、動作点のコレ

クタ電流ＩＣは、（　イ　）アンペアである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　２０マイクロ　　②　３０マイクロ　　③　１ミリ　　④　２ミリ　　⑤　４ミリ
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　（３）　任意の入力波形に対し、極めて狭い振幅レベル間に入る部分だけを取り出す回路は、（　ウ　）

といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　フリップフロップ　　②　リミッタ　　③　クランパ

④　ゲート回路　　　　　⑤　スライサ　　⑥　遅延回路


　（４）　負荷抵抗において生じた出力をコンデンサを介して次段へ伝える増幅回路は、（　エ　）増

幅回路といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　直接結合　　②　ＣＲ結合　　　　　③　変圧器結合

④　抵抗結合　　⑤　コンデンサ結合


　（５）　トランジスタのエミッタ電流ＩＥが２ミリアンペア、コレクタ電流Ｉｃが１．９６ミリアン

ペアのとき、ベース電流ＩＢは（　オ　）マイクロアンペアである。　　　　　　　（４点）

	　①　４０　　②　４２　　③　４５　　④　４９　　⑤　５０　　⑥　５４


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

（　ア　）の論理回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　論理和　　②　否定論理和　　③　論理積　　④　否定論理積　　⑤　否定論理
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　（２）　次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）にな

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）と出力ｃの

論理レベル（Ｃ）との関係式は、Ｃ＝（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　（５点）
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　（４）　表は、２入力の論理回路における入力論理レベルＡ及びＢとの出力論理レベルＣとの関係を

示した真理値表である。その論理回路の論理式が、

　　　　　
[image: image9.wmf]‚b �� ‚`�{‚`�E‚a


で表されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ（　エ　）である。（５点）

	　①　０，０，０，１　　②　０，０，１，１　　②　０，１，０，１

　④　１，１，０，１　　⑤　０，１，１，１　　⑥　１，０，０，０



[image: image10.wmf]‚`

‚a

‚b

“ü—Í˜_—�ƒŒƒxƒ‹

�o—Í˜_—�ƒŒƒxƒ‹

0

0

1

1

1

0

1

0

‚v

‚w

‚x

‚y


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、電気通信回線への入力電力が３８ミリワット、その伝送損失が１キロメー

トル当たり１．０デシベル、増幅器の利得が３５デシベルのとき、負荷抵抗Ｒ1で消費する電

力は、（　ア　）ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のイン

ピーダンスは整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１９　　②　３８　　③　７６　　④　１９０　　⑤　２６０　　⑥　３８０
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　（２）　近端漏話又は遠端漏話の程度を表す漏話減衰量は、図－２に示すように誘導回線と被誘導回

線との関係において、一般に、（　イ　）デシベルで表される。　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－３に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号のレベ

ルが－８〔ｄＢｍ〕で、同じ伝送路の無信号時の雑音レベルＮが（　ウ　）〔ｄＢｍ〕である

とき、伝送路の受端におけるＳＮ比は、５６デシベルである。　　　　　　　　　　（５点）

	　①　－７２　　②　－６４　　③　－５６　　④　－７　　⑤　０　　⑥　７
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　（４）　電気的特性が均一な長さ５０キロメートルのケーブルの絶縁抵抗が６０メガオームのとき、

２５キロで切断すると、この２５キロメートルのケーブルの絶縁抵抗は、（　エ　）メガオー

ムとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１５　　②　３０　　③　３５　　④　８５　　⑤　１２０


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＰＣＭ方式は、伝送するアナログ信号波形を一定の時間間隔でサンプリングし、抽出したパ

ルスの（　ア　）を符号化する変調方式である。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　振　幅　　②　位　相　　③　時間幅　　④　周波数　　⑤　周　期


　（２）　ある周波数以上のすべての周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大き

な減衰を与えるフィルタは、（　イ　）フィルタといわれる。　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　クリッパ　　②　帯域通過　　③　帯域阻止　　④　高　域　　⑤　低　域


　（３）　伝送系の位相量が、周波数に対して比例関係にないために生じるひずみは、（　ウ　）ひず

みといわれ、伝送品質を劣化させる原因となる。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　減　衰　　②　非直線　　③　群遅延　　④　終了時


　（４）　各チャネル別にパルス信号の送り出しを時間的にずらして伝送することにより、伝送路を多

重利用するものは、（　エ　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＦＤＭ　　②　ＰＴＭ　　③　ＤＳＢ　　④　ＳＳＢ　　⑤　ＴＤＭ


　（５）　光ファイバは、メタリックケーブル心線と比較すると、（　オ　）という特性を有している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　無損失、広帯域、細径　　　②　高損失、狭帯域、無誘導

　③　低損失、狭帯域、無誘導　　④　低損失、広帯域、無誘導

　⑤　低損失、広帯域、高強度　　⑥　無損失、広帯域、無誘導


解答

第１問（ア）①　（イ）②　（ウ）③　（エ）⑥

第２問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）①

第３問（ア）②　（イ）③　（ウ）④　（エ）④

第４問（ア）④　（イ）④　（ウ）②　（エ）⑤

第５問（ア）①　（イ）④　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）④
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